




CAzdq片/toraにbける細胞膜の透過性分化

中沢信午*

S. NAKAZAWA: Permeability differentiation in the 
cell-wall of Cladophora 

PRA T (1931， 1932)の実験によると Cladothoraの細胞は頂部で最も強〈

生体染色され，全体として各細胞に頂基勾配がみられるs 筆者の実験 (1953)

においても，やはり頂部の細胞ほど速やかに染色される。筆者はこれを全体

として細胞の透過性が頂部に近いほど高いためと説明した。ScHOSER(1956) 

は CladoPhoraの分離した細胞について，その再生を研究し，分離した単細

胞を塩基性色素で染めると，本米の主主部において最も染色性が大きいことを

示した。とれらの事実はαadoρhoraの細胞には明らかに極性が存すること
を意味している。今回筆者はαadoρhoraの分離した細胞について塩基性色
素で生体染色を行い，面白いことには原形質艇でなくて細胞膜の透過性が部

分によって兵なることを見出したので，これを報告し，分離しない intactな

場合における頂端部の特災な染色を説明しようと忠弘

1957年 4月， 浅虫臨海実験所近くの岩礁から採集した Cladoρhora

ulriculosaおよび Cl.stimpsoniiの校の先端部を約lcmの長さに切りとり，

これをガラス鉢の海水に置いた。約1時間後にこれらの材料を実験に供した。

各組!胞を1倒ゴつ，または2個あるいは3個をひとまとめにナイフで切りは

なし，生体染色を行った。染色には中性赤，サブラユン，ヤヌス緑Bをそれ

ぞれ0.1%の原液として蒸溜水にとかし，これを pH8.2の海水10ccに対し

て1-2消の割合でうすめた液を用いた。材料は染色液中に約30分浸してか

らとり出してしらペた。

生体染色の結果をÎliJうために，原形質l止出の実験も行われた。 ~f;王者はさ

きにFucusの卵について原形質i仕出をおこしやすい部分で生体染色のおこり

やすいことを見出したからである (1957)0 この実験には材料をスライドガラ

スの上にとり，蒸溜水をかけて直ちに観察した。

切りはなされない intactな細胞，つまり thallusでは，頂端細胞の頂部

から各色素について染色がはじまり，しだいに全体におよんでゆく f図la)。

発 山形大学文理学部
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2 部類第6巻第1号 l四和33年5月

細胞を切りはなすと染色は異なってくる。

頂端細胞はもしその外がわに隣接細胞のプ

ラズムの残骸が附着していると，染色は

intactな細胞と閉じく頂端部にはじまる

(陸11b)。 また隣接細胞のプラズムの残骸は

頂部の染色よりも早く染色しはじめる。も

し隣接細胞のプラズムが残っていないとき

には頂部と基部とで同時に染色しはじめる

(図 lc)。

頂端細胞以外の細胞では，もし両隣り

の細胞のプラズムが残っているときには，

その残骸プラズムのみが最もよく染色し，

やがて全体が一様に染色する(図 ld)。しか

し， どちらか一方の似11で隣りのプラズムが

残っていない場合には染色はその部位から

はじまる(図 1針。したがって両隣りともプ

ラズムの残骸がないときには，両端から染
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図1. Cladophora uかiculo8ιの

申性赤による生体染色.a) intactな
場合;b)切りはなした頂鮒細胞，第

2細胞のプラズムが残っている c)
同上，第2細胞のプラズムが残って
いない:d)第2細胞，両隣りのプラ
ズムが残っている;e)同上，碁笥111:

第8細胞のプラズムが残っている;

f)向上，隣りのプラズムが残ってい
ない;g) 2個つづいた細胞;h) 8似
つづいた細胞.(点々 は敗色を示す，

模式図)

同時にはじまる。つまり板性を示さない。 211M以

上の細胞がつづいていて，その両端が切りとられ

たとをも結果は同様である(図 19，h)，。

制胞を蒸溜水にいれると， しばらくして膨圧

が高まって弱いところから破裂し，プラズムはIU:

逮 1:11される(jき12針。そのIU:HJ部は生体染色の場合と
同じくTyj端細胞の頂部でおこる。しかし制胞を 1

a 巴22

図 2. Cladophora 
叫triculosaの原形質吐出.
a) inta巴tな場合 b)単離
した頂糊細胞; c)同上 d)
第2細胞 e)8倒つづいた
細胞絞式図)

個切りはなしてしまうと，隣接制胞のプラズムが

附着しているかきfり，そこではl仕出がおこらない

が，もし附着していないと，そとからl止出がおと

る(/さI2b， c， d)o IU:出は生体染色とやや b'~ なり， 1 
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倒の細胞で両端からおこることはない。一端がi波れるとそこで吐出がおこり，

直ちに膨圧が下って他端にカがかからなくなるからである。しかしどちらの

端でI!上出がおとるかは細胞本来の頂基能性とは全然関係がない。 2個以上つ

づいた細胞のi河端を切りはなしたときには， l河端からl止出がおこる(図2e.'.

もちろん隣りのプラズムが附着していればそこではl止出がおこらない。

以上の事実を次のように説明できる。まず細胞の一端からはじまった染

色が時聞と共に細胞全体におよぶことは，細胞の透過性が部分的に巣なるこ

とを示している。この透過性は細胞を切りはなさない場合には頂端細胞の頂

部で最も大きくあらわれるが，切りはなすとやや異なってくるロそれは切り

はなされた部分で最大にあらわれる。しかし切りはなされた面に異物が附着

していると，それによって染色は妨げられ，透過性が小さくあらわれる(図

lb， d， e. f)。したがってまた.2倒の細胞が相つらなって，その両端を切りは

なしたときには，細胞が相接するところでは両端よりも染色がおくれる(図

19.h¥これらの事実は原形質膜の透過性は分化をおこしていないが，細胞膜

の透過性が横膜と縦膜とで異なり，横膜においてより大きいことを示してい

る。そして，頂端細胞D頂部は被膜とその性質がひとしいこともわかる。つ

まり intactな場合に頂端部で特に染色がすみやか込おこるのは，この部分で

横映が露出しているためで，第2細胞以下で染色がおくれるのは， tbi肢が隣

接細胞によってカパーされているからと思われる。原形質l止出の実験からも

横膜と縦l炭とは性質を34にすることがわかる。ただしこの結果は Fucusの卵

で染色されやすい部位でl止出がおこった場合 (r仏KAZAW A 1957)とは根本的

に異なるロ Fucusでは水に対する原形質牒の透過性であり .CladoPhoraで

は細胞膜の透過性のちがいである。これらの事から. intactな場合には頂端

部で透過性の大きくあらわれるのは，原形質映でなく制胞膜の性質にもとづ

くものであり，切りはなした制胞では械l慌のところで透過性が向いのも細胞

映の性質の差b'~.によるものと考えられる。

Summary 

C911s of Cladophoγa utricul08αand Cl. stimpsonii were stained vitally with 
Janus green. neutraI red. and with safranin. As a result. it was foundぬat
in the intact material the staining began at the tip of the apical cell and 
spread towards the baS9 until the whole stained uniformly. In isolated cells. 
however. the staining began at the isolated end where the cell was bounded 
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with the transversal cell wall. The哩efacts indicate that the presence of 
diぽerentialpermeability can be attributed not toぬepermeability of仙e
plasm membrane but to that the transversal cel1 wal1 is much more permeable 
for various substanees than the longitudinal cell wall. When the in切ctma-
terial 日immersedin distilled water. plasmoptysis occurs at the tip of the 
apical cel!. but in isolated eel1s it occurs at the isolated end. Hereby. it seems 

that the transversal cell wall is much more fragile than tbe longitudinal eell 

wall. 

女献

NAKA.ZAWA， S. (1958): Polarity in the vital staining of the巴.ytoplasmin some 
marine algae. Bull. Yamagata Univ. Na色.Sei. 2: 305-81L 

(却57): Developmental mechanics of Fucaeeous algae m. 
DifIerential permeability in F1制御 eggs.Bot. Mag. Tokyo， 70: 58-6L 
PRAT. S. (193幻 Thevital staining of巴ellwalls. Protopla町 la.12: 894 -898. 
一一一一一 (1982): Th巴polarityof油自 vacuole.Ibid. 15: 612-615. 
SC:HOSER. G. (1956): Ueber die Re6eneration bei den Cladophoraeeen. lbid. 47: 
103-184. 

オゴノリ属の1種に見られる
雄性生殖業の特異性

近江彦栄*

H. OHMI: On aberrant antheridial coneeptaeles 
found in GracUa行αhe叫γ匂uesianaHARIOT 
from the Gold Coast， Afriω 

日本))j:海産のオゴノリ属植物及び近縁種の分類について研究中，アプリ

カ貸金海岸(現在のガーナ国llii!.ーのオゴノリ頬の版業楳本多数を，アチモタ大

学の G.W.LAWSON博士の厚意によって倍賞する機会を得たが，その大部分

は同氏によって Gracilariahenriquesiana HARIOTに，他は G.feroxJ. AG. 

及び G.verrucosa (HUDS.) PAPENFUSSに同定されているものである。この G.

henriquesianaの標本には雌性体，雄性体及び四分胞子体のいずれも成熟し

たものが見られるが，雄性生勉築の構造が:tゴノリ属の他の種類とはかなり

骨北海道大学水産学部
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JEEなっているととを見出したので， LAWSON氏に照会したところ，氏はまだ

観察していなかったという返事をいただいた。そこで同氏の諒鮮を得て，こ

こにEif奨標本 (LAWSON，A17;A35; A136)で観察した同器官の構造の概要

を予報する次第である。本訟の繁殖器官全般については LAWSON氏に依頼'f"

の生鮮液消材料の到渚をまって詳細を観察の上報告する考である。尚 LAW-

SON氏の手紙によると， 西アフリカif.のオゴノリ属を研究中の lbadanの
NILSON女史は， G. henri quesi anaはG.dentata J. AG.の1品種であるとの

見解を抱いている主のことである。

G. henriquesianaはガーナ国沿岸に極めて普通に見られる紅藻の1視で

(DICK1NSON & FOOTE， 1951; LA WSON， 1954)，比較的静穂な海の岩礁ょの潟|間

千百;下部に密生し，急な斜面をなす岩盤上に生ずるものは生長が最もよく，そ

の濃密な着生幣の下層に時としてホ γダワラ類が混生することもあるが，他

の海渓績を排除して本種のみが密に岩礁商を独占し，一面に濃い縁然色を呈

していることが多いという。体形はIFigs.A， B)環境に応じて変化し易く，波

の強く打つ所では休畏が短かくて 7-lOcmにとどまり，分岐が多く，休の縁

辺から多くの刺状突起を生ずるが，静穏な湖l滑りや淀みに生ずるものは，休

が細長く，体長30cmに逮するものがあり，分岐は少なく刺状突起も稀であ

る。又，体色も変化し易く，日光によく曝される岩礁上に生ずるものは濃緑

色を呈するが，岩の陰など口光の不充分な所では赤紫色を呈している。もと

もl:，この続物は急傾斜をなす岩li.l~而， 1$);乙日光のあまり当らない急斜面を

好むようであるが，i皮の強くれ・つ所でも淡の当らない静かな場所でも大法な

く着生するということである。

さて，本種の雄性繁組器官は体の雨前に需に生ずる球形の生嫡棄の中t乙

形成され，この生殖築を囲む皮脳細胞は殆んど変形することがない。生殖窯

t主体の表面から検鏡すると淡色の丸いl陸所として認められ (Fig.C)，よく成

熟したものではその部の体の表面が僅かに陵起している。 f本の断面で見ると，

lつの生嫡窯は径20-45μ の小球状の褒が3倒乃至6個集ったものから成り，

小海の内部に多数の雄性生嫡細胞が形成されているのが認められる (Figs.D， 

Etこのような構造の雄性生嫡窯は， BORGESENが MauritiusのPointeaux 
Sablesから得て，Gracilaria multifurcata (BORGESEN， 1953， p.43， fig. 16) 

と命名したオゴノリ属の 1種に発見されているが，G.mult~ルrcaLa では 1 ~t 

鮪寮内に集合している小褒の数が本視の場合よりずっと多い。又， BORGESEN 

- 5ー



6 7;~ 類第 6 巻 2宮 1 りIfH~可1 33 年 5 月

¥:11、
コ

4 

3 

、，e

、A
A

V A 

EZ 

cm 
q 

4 

. 
4、

ο 

，D 

Figs. A-E. Gγ品ci.!αγiahem'匂叫esianαEへRIOTfrom the Gold Coast 
A. 'l'uft of anth<:lridial plants fl'om Pram Pram (L"w~ON， A 35). B. An an-
theridial plant from Nungua (LAWSON， A 136). C. Surface view of a fl'ond 
showing two anthel'idial conceptacles as seen beneath the supcrficial cells 
which are no七drawnin this figure. x500. D. Section thγough a part of an 
antheridial frond showing an aggl'egation of small bodies (four in the figure) in 
an antheridial conceptacIe， x280. E. Microphoto!?;raph of a s<:lction throu .~h 
u part of an antheridial frond to show a compound conceptacle. x320. 

- Gー



近江; オゴノり 腐の1種11:見られる雄性生殖察の特異性 7 

はf皮の種類にIJ:袋巣と凶分胞子は未発見と淑告しているが， 本語;では議果も

四分胞子も緩めて一情通に見ることが出来る。

終りに桜本の{史用と発表の山Itlを許された LAWSON f'.V-J;の 1~1好忠を感

謝し， 本稿の校聞をl:i'iわした時四%先生に深謝の意を表したい。

Summary 

The present paper deals with the writer's discovery of the peculiarly 
constructe:i antheridial conceptacles in the herbarium specimens of Gγ叫ci1ar仰
henr匂叫回旬開宜九RIOTfrom the Gold Coast， West Africa， which he could ex-
amine through the kindness of Dr. G. W. LAWSON of University Col1ege of 
the Gold Coast， Achimota， Gold Coast. Antheridia of this species are found 
to be borne in globular conceptacle3 which are densely scattered on both 
surfaces of frond. surrounded by slightly modified or unmodified cortical cells 
and immersed under a slight1y elevated 8urface layer of the frond when ma-
tured. The conceptacle can be detected from surface beneath the superficial 
cell layer as a single colorless round cavity， but in section it is revealed to 
be made up of an aggregation of 3-6 smal1 globular bodi風倒chof which has 
no aperture， measure3 2{ト45μindiam.， and contains a d号nsemass of sper-
rnatia.τ'his kind of pr偲 umablecompound conceptacles has lately been des-
cribed by BりRGESEN(1953) in his GracuaバamltU1fu，rcata as antheridial cave 
of uncertain nature. 1n that species， the number of small compartments in 
one cave is mu巴hlarger than that of the srnall bodies in one conceptacle in 
G. he犯行'ques師四a.

引用文献

BりRGESEN，F. (1953): Sorne mat'Ine algae from Mauritius. Additions to the 
Parts previously published. V， 42-44. 
DE-TONI， J. B. (1924): Sylloge algarum omnium hucusque cognitarurn 6似， 269
-270. 

DICKINSON， C.1. & F0OTE， V. J. (1951): Marine algae frorn the Gold Coast， II. 
Kew Bull. 1951 (1)， 133-137. 

LAWSON， G. W. (1953): The general features of seaweed zonation on the Gold 
Coast. Proιof the first Intern. Seaweed Symp.， 19. 

(1954): Rocky shore zonation on the Gold Coast. Jour. Ecol.， 
44 (1)， 153-170. 
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スサピノリ Porthytayezoensz"s UEDA 

に関ナる二，三の知見

福原英司*

E. FUKUHARA: Note on POηJhyra 116zoensI8 UF.DA 

締 官

スナピノリ P.yezoensis UEDAは殖回によって 1932年設定されたもの

であり，その分類の基準は Husに従い生箔細胞の分裂形式を最も重視し，そ
/a b c ¥/  a b c ¥ 

れが♀ (τττ)，t;(τττjであるととを確かめた。次いで田中は
1952年原始紅1菜類全般についての分類を研究し.P. yezoensisの再検討をも
行った。その結果 f.coreanaを廃し，新しく f.kinositaiを設ける等の変更

を行ったが，生猶細胞の分裂形式は鑓田の決定に従っている。又最近に至り

近江 (1954)はP.moriensis を設け，その í~I;質は f. kinosiiaiに良く似てい

るとしている。ところが昨年来須藤や黒木は東京湾や松島湾の P.yezoensis 

を調べ生殖細胞の分裂形式が鏑回の原記載ど必ずしも一致していないととを

発見した。その後著者は余市，その他の北海道産の標本を検討し，須藤や黒

木と同様の結果を得ている。又大野，田中及びJ出1:の標本;や報告を制資して
いるうちに若干の興味ある知見を得る ζ とがHI来たので，それらの点をも合

わせて予報的に発表しようと思う。

本論に入る前に終始御指導いただいた北水研長谷川市雄投官に感謝。意

を表する。又御多忙中にもかかわらず貴重な標本や文献の閲覧を快諾され，

見つ有益な御教示をいただいた北大理学部山田幸男先生を始め，鹿児島大学

水産学部問中岡1]，東海区水研須藤俊造，北大水産学部近江i彦5iくら東北海区水

研黒木宗尚，北水研木下虎一郎の諸先生にお礼申上げる。

観察及び調査結果とその考察

州国や回中の観察結果と須藤及び黒木の結果の相通点のうち生繊細胞の
fabc¥_/abc ¥ 

分裂形式では嫡聞や問中の♀ l一一一)o [一一一]に対して，須藤はL 22  4/v ¥2 4 'o/ 

処北海道区水路研究所
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la  bc\~/a bc  ¥ I a b c ¥ I a 
{一一一一7 J <5 (一一一一一 J，黒木は♀{一一一二 一一一一 J0 (..， . ¥1-2 2 4 J ¥乙-44 8 J' '''' ' I''~ T ¥ 1-2 2 2(-4) J '..J ¥ 2-4 

i-C }としている。須藤や黒木の 1-2.2-4. 4-8等の比率がどの程度
4 4-8/ 
であるかは，その報告からでは不明であるが，著者が余市その他で採集した

多数の標本や北水研に所蔵している利尻，白鳥，忍~.余別，奥尻，松前，

剛 f，布珠. 'i~ t鵬ーのものは，その大部分がÇj'(1-与を)<5 ( :与す)
であった。大里子(1933)は P.teneraが高島から産することを報告・したが，そ

の根拠となったと忠われる標本を調べてみると P.teneraやP.kuniedaiで

はなく明らかに P.yezoensisである。この誤りの原因は嫡国の P.teneraが

その表面観では最近明らかになったP.yezoensisと同一であるため，大野は

表面だけを見て決定したのではないかと著者は想像している。次に悶中の記

載やその図を良くみると f.kinositaiについては基本被の P.yezoensisと同
!a bc¥_/abc ¥f  

じ，即ち♀(τττ)o lττEーとして叫が， 同l土明らかに叫す
九三)<5 (主主~ )であり記被とは一致していない。
2 4/V ¥4 48/ 
ところが P.moriensisを発表した近江は，それが P.nereocystisや f.

kinositai と良く似ているとしている。 前者については一応問題がないとし

ても，後者との区別点としてあげた次の諸点民[Jち

P. morienRis f. /ci.nositα4 

6)生殖細胞の分裂 中(すきをい(:~す) ♀(-~ . ~ -4) o (を:~)
③生殖細胞の形成 androdioecious monoeclous 

③着生地点 epiphytic li tho phyti c 

③ 色 彩 bright dark 

等について著者の見解を述べると次の通りである。

①については前述のように問中の記秘主闘は一致していないが，問中と

近江の阿を比較すると o11.3そく同一である。♀は必ずしも同ーとは云えない

かもしれないが，著者の観察した範囲内では P.ye抑附F吃胞胸ez仰z初oe仰n附t俗s

主ヱ}で ♀バ{-~主主}のものは板めて少なく，それも先端部の小都分に
2 4:! /\~ 2 4 } 
見られるに過ぎない。したがって②が両者の区別点として最も重要な基準に

なるものと思われるが，少なくとも近江や北大理学部の標本には対tfl:休が見

~!1 らないので見解を述べることが 111米ない。次に③であるが f. kinositaiの

- 9 ー



10 百事類第6巻第1号昭和33年5月

J込本位である P.yozoensis にも epiphyticのものが符通であり，その type

specimenもGelidiumsp.に附着しているものであった。したがって両者。

区別点とするととには疑問がある。次に④であるが，近江の標本を見ると，

たしかに常通に見られる P.yezoensisよりも明るい色をしている。ところが

近江の typespecimenを得た附iEでは潮間線にある P.Y3zcensisも他地方よ

り明るい色をしているので，この点、は地方的変拠ではないかと5Jf-えられる。

尚その附j止の漁業者がアカノリと呼んでいるのは，凶1:['によって P.onoiの

synonymとされた織田の P.abyssicolaではなく P.ye:zoensisである(主と

して木下の楳本によるL

itfl:は以上の他にも休の厚さや，生71州nI胞が形成する架休J::の棋微につ

いても述べているが，体の厚さは水平，垂直分布の殺によりかなりの変化が

あるし，後者についても特に P.Y2zoe11sis と ~~~なると思う点は見出せない。

以上 P.yezoznsisを主とし， f. kinositaiゃP.morimsisについても述

べたが，これらの諸点について，もう一度検討する必!怒があろう。又その方

法も従米の方法だけではなく，生態学的な而や，同校や須藤の採用した旬。

決定等をも合わせて行う必明があるのではないかと巧・えている。

最後に f.kinositaiや P.moriensisと区別出米ないアマノリが余市で

も本年採集することが出来た事と，オコック海iCtiネの沙留で P.yewe附zsと

良く似たアマノリが約 8-11mの深さで Cyslothyllumhakodaienseや

Sargassum sp.に附着し，約2kmの海岸線にiのって分イliしている事を附記

て「る 3

要約

北海道伎の P.yezoensis も須藤や黒木の報告と同様に鍋田の記;Ií~ と必ず

しも一致しないことを述べ，類似のアマノリであるf.kinositaiゃP.mori-

ensisについて二の疑点があることを述べた。

Sum血 ary

Thc present paper deals with the observation of the formula of division 
of sporocarps and antheridia of Porphyγα yezoe飽8'i8UEDA from the coast of 
Hokkaido. 
There are some doubtful facts on P. yezoen.~is f. k伽omta'iand P. mori-

en8'l.~. 

-10ー
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“アサクサノリ"の光合成に

関する二，三の知見

木下祝郎*・寺本賢一郎料

S. K1NOSHITA and K. TERt¥MOTO: Some observations 
on the photosynthesis of Porphyra.frond 

“アサクサノリ"の養摘は不安定でありその解決が切望されているが，そ

の一助として発育生理の研究は意義あるものと思われる。著者等は“アサク

サノリ"の生理に対し絡:接な関係を有する処の光合成について実験したので

以下に報告する。アサクサノ 1)の光合成に関しては，最近，敦賀・新田 (1956)

及び岩筒・松平 (1956，1957)の報告がおる。本報I-;J;スナピノリ業体の行う光

合成私生成する O~ を指標として観察し，光・水im -pH ・炭酸物質など計

干の要閃の光合成に及lます影響を検討したものである。

実験方法

実験に用いたノリは東京湾産のスサピノリである。

光合成の測定は次のように行った。生の葉体 1(又は O.5)gを 100ml酸

素定量瓶に入れ海水を注入して密栓し， 8
0
Cの冷室に静置し昼光色蛍光灯で

6(又は 3)時間照明した後，瓶中の溶存酸素を定量する。同時に暗保した瓶中

の溶存酸素及び初めの海水の溶存酸素も定量する。之らの値から光合成によ

者，柑 協和磁理事ヱ業株式会社東京研究所

- 11ー



昭和33年5月第1号第6巻類藻12 

る O~ 生成量を求める。

海水中の溶存酸素は WINKLER法で，全炭酸は CONWAYの微量拡散法で

定量した。 pHの測定は BECKMANガラス電初ipH計を用いた。光の強さは張

{本を置いた場所につき照度~-I・で測定した。 使用海水は比重1.024(Cl 16_2;ゑ)

の東京(.'1;海水である。

実験結果及び考察

1. 光の強さ

第1図に80Cの海水における莱休の光合成と光の強さとの関係を示す。

光合成は光が強くなるに従い矯大し， 20，OOOluxの光で最高に達し 2.25mg/ 

19・6hrsのO2を生成した。補償点は 2，OOOluxである。業{本の生長に対する

最適の光は 4，OOO-7，OOOluxであり，強い光の下では生長は阻害され健色す

る傾向を認めた。光合成と生長とでは光に対する依存の度合が著しく異なる。

2.水温

第2岡は4，OOOluxの光の下での葉休の光合成と水視との関係を示す。7k

混10-150Cで光合成は最高となり約1.2mg/l g・6hrsのO2を生成し，20
DC 
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第2図 スサピノリ楽体の光合
成と水温との関係
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o γ 

2.0.000 

o 
1<¥創出目

先の事;.~ u.叫 3
第1図 スサピノリ葉体の光合成
と光の強さとの関係

以上では光合成は械度に低下した。 ノリの生死の限界水温は 150Cでありそ

の限界内では i苛混ほど生畏が迷いと云われて居り，光合成の~i，'fit と一致して

いる。

3. pH 

第1表は80C，10，OOOluxでの海水の pHと光合成との関係を示す。用い

-12ー



木下・寺本: “アサヲサノリ"の光合成に関するニ， 三の知見 13 

た海水は NaHCO~ を 0.025% 加えた後 HCl で種々の pH に修正したもので，

各 pHとも全炭酸14.0mg/dlである。最高の光合成は initialpH 7.45で得ら

れ1.47mg/0.5 g・3hrsのOョを生成した。海水の pHは光合成に伴ない変化

する故光合成に対する最適 pHの明確な決定は難かしいが， pH7.0-7.7が最

適範囲と~・えられる。

第 1表 スサピノリ菓体の光合成と潟水の pHとの関係

initial 日nal
(1光EEg0合2o成-生5lgに成・3よ量hるrs) 

i nitial 自nal
(m光RO合izo-成生5gに成・8よ量hるrs) (pHI (pHl (pH) (pHl 

• 5.90 6.95 0.95 7.70 8.05 L32 

6.40 6.80 0.99 8.20 8.35 1.12 

7.05 7.55 L43 8.45 8.55 L02 

7.45 7.95 L47 9.00 9.00 0.63 

4. 炭駿物質濃度

海水中の溶存炭酸物質は freeCO2， HCOa及びCOγ である。之らの中

で何の形態が光合成の炭素源として利用されるかは興味深い問題でるるロ第

2表は， NaHCO"， Na2COS及び CO2ガスを種々の濃度に加えた海水中に業

体を入れ，80C， 10，0001uxで光合成を行わせた時の炭酸物質濃度と光合成と

の関係を示す。海水中の各形態の炭酸物質濃度は猿橋(1955)の報告に従い会

炭酸量， pH，水温及び塩紫量を測定し計算によって求めた。

NaHCO~ を加えた海水の場合(第 2 表 a)，光合成は炭酸物質の増加と共

に治大し全炭酸43.4mg/dI (free CO2 0.4 mg， HCOi-C02 40 mg， CO:，--C02 

3mg)で最高に達した。此の場合， COVは後述するように光合成に対し無効

であり， また freeCO2は光合成の顕著な増大に関与しない程度の少量でら

る故，HCO;，-の増加のみが光合成の増大に寄与していると考えられる。

Naよü~ を加えた海水の場合(第 2 表 b)，光合成は炭酸物質の増加Iに伴な

い緩やかに増大し全炭酸 79mg/dl (HCO:i -C02 42 mg， COJ--C02 37 mg)で

最高に達した。光合成の培大は HCQ:iの噌加と一致していると考えられる。

HCO:iの他に COa-も利用されるとするならば全炭酸量の増加に伴ない光合

成の潟大する度合は aと同程度でなければならない。従って， HCOiのみが

利用されCO:;ーは利用きれないと推察し得る。 Cuaは光合成に対し害作用を

示さない。
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箆 2重量 スサピノり媒体の光合成と海水中の炭酸物質との関係

炭 積 物質濃度 4 

添 加 量

(%) 

initial fr由自C仇 IH町 I C町ー
(pHl (mg CO)100 ml ) 

a. NaHOO"を加えた潟水の場合

(対照) 7.60 0.2 3.0 0.1 

0.06 8.06 0.3 25.6 1.6 

0.10 8.10 0.4 40.0 3.0 

0.20 8.16 0.9 86.1 6.5 

b. Na::OO.1を加えた海水の場合

(対 照) 7.50 0.2 3.0 0.1 

0.05 9.00 。 15.4 8.0 

0.10 9.15 。 28.9 17.4 

0.20 9.25 。 41.6 36.9 
一一一一

C. 002ガスを加えた海水の場合

(対 照) 7.60 0.2 4.6 0.1 

7.30 0.6 6.3 0.1 

7.20 0.9 8.1 。
6.90 1.6 7.8 。
6.20 10.3 9.6 。

光合成による
O2生成量
(mg/lg・6hrs)

1.31 

1.90 

2.19 

• 1.28 

L31 

1.52 

1.69 

1.89 

LOl 

1.21 

1.26 

1.27 

L18 

CO~ ガス を加えた海水の場合 (第 2 表 C)， 全炭酸 9.0-9.4mg/dl (free CO2 

0.9-1.6 mg， HCOi-CO~ 8.1-7.8 mglで光合成が最高に達した。全炭酸の増

加と共に freeCO~ 及び HCÜ:ï が増加して いるが， HCu:iは多量の存在での
み光合成の増大に寄与する故その影響は僅少であり ，従ってfreeCO，が光合

成に利用され且つ 1-2mgjdlの微量で有効に作用すると解釈される。

葉体は光合成。炭素源として freeCO2及び HCOilを利用 し特に前者は

微髭で有効である。例えば間程度の光合成の増大に対して freeCO~ では 1.5

mg， HCO正では 15mgを必要とする。但し前者は約 2mgjdl， 後者は約 40

mgjdl以上では光合成を阻害する故，多量の HCOii存在下で最大の光合成が

ねられる。
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海水の全炭酸量を等しくして pHのみを組々に変えて光合成を行った実

験は第l表の如くであるが，此の場合， pHの変化に伴ない全炭酸 14mgJdl 

中の各形態の炭酸物質濃度比が異なる放に，それと光合成との関係も示され

る。 最適の pH範囲 7.0-7.7では freeCO~ 2-0.5 mg， HCOï-CO~ 12-13 

mgJdl が存在し，前者は最適濃度に等しく後者も充分多量に存在するため段

高の光合成が行われるのであろう。

FOGG (1953)は，藻類は一般に光合成の炭素源として freeCO~ を利用し，

また HCO:iを利用するものもあるがCO;-は利用されずむしろ阻害的である

と記述している。著者等の実験結果によれば，スナピノリは光合成の炭素源

として freeCO~ 及び HCOã を利用し得，前者が特に有効であり，また CO:îー

は利用されないが阻害作用はないことが明らかとなった。

要約

スサピノリの光合成に対する光の強さ，水温， pH及び炭酸物質減皮の影

響を検討した。得られた結果を要約すれば次の通りでらる。

1. 光合成は80Cの海水中では 20，0001uxの光で最高に達する。

2. 光合成の最適水混は 10-WCである。

3. 光合成に対する海水の最適 pHは 7.0-7.7て'ある。

4. 光合成の炭素源としては freeCO~ 及び HCü:.がイi効であり，

COγ は無効である。

終りに臨み，実験材料の分与ーその他の援助を賜った東海区水産研究所須

藤博士並びに本実験の遂行に紋謎と発表の許可を与えられた協和強酵社長加

藤博士.佐藤研究所長に厚く感謝致します。

Summary 

The effect且oflight intensity， water-temp巴rature，pH and concentration 
of carbona巴町田皿aterialsupon the rate of photosynthe3is were studied using 
POγ'phyrα-frond. As an index of the photo唖yntheticrate oxygen out-put per 
deonite experimentaI conditions was analyzed by WINKLER'S method. 
The results are summarized as follows: 
1) The phoω3ynthesis was highe抗 under2O，0001ux irradiation. 
2) The photosynthesis was high田ta t 10-16"C. 
3) The photosynthesis proceeds b田色 atpH7.0-7.7 in sea-water. 
4) Porphyra-frond utilizej both free C仇 andHCQi ions as carbon 
60urc笛. OOi-ions were not utilized directly. 
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紅藻タンバノリの体の構造と生殖器官

川端清策*

S. KII.WABATA: The stru巴tureof the frond. and the reproduc-
tive organ of Pa~hymøniop拍 ollipticαYAMII.DII.

(Syn. Gratelo叩旬 elliptwaHOLMES) 

緒言

E. M. HOLMESは 1895年江の島産のー紅様タンパノリに Gratelo切μa
elliμicaという学名を与えたが北大山田教授は 1952年日本植物学会大会に

於いて「タンパノリ及びそれに類似の紅通話のー鮮について」と題する特別措

淡を行い，タジパノリを Grateloupia属に属させるのには無躍があるので之

を新属の Pachymenio"ρ;isに属させたい旨を発表された。 Pachymenioρ'StS
属の属性については本誌 Vo1.2 No. 3 p.67を参照され度い。ネ:径についての

記載は上記の HOLMESの外に遠藤博士 (1913)，岡村博士 (1916，1936)等があ

るが何れも体の外形の記述が主であり内部機造及び生殖器官についての詳し

い記述はなされていない。

筆者は本種の分類学上の位置を明らかにする資料とする為に，山回数佼

指導の下に本種の体の構造とその生殖器官について精査を試みたのでその結

果を縦告する。此処;こ御指導を賜った山田教授に深援なる謝窓を表する。又

後北海道学芸大学岩見沢分校

-16 -



川端: 紅首長クンパ/~の体の構造と生殖器官 17 

材料蒐集に協力された吉田啓正氏及び広崎芳次氏外江の島水族i官員の方々に

感謝の意を表する。

1. 材料

1954年より 1957年迄毎年3月から5月のiiij江の島11援越附近及び1957年

4月房州千倉に於いて採集したもの。

2. 観察結果

A. 体の外形

幼体は不規則な君主状で体の目白々中央袋面の無約の盤状線を以って岩石i乙

着生しているが生育に伴ない数集の裂片に分かれる。裂片は基部迄裂けるこ

とは稀で掌状に拡がっているものが多い。成育した体は長さ 25cm内外で裂

片の幅は2乃至10cm通常6cm内外で，厚さは約 1mmである。江の島附

近l室のものは 4月頃の個体では体の前年度の部分は可なり厚く暗紅色を呈し

新薬は鮮紅色!ltいはやや黄l床を祁びている。裂片の先端は円1床を呈し尖って

いることも少なくない@

B. 体の内部構造
体の内部構造は同一個#t乙於いてもその芯い部分と老・成した部分では著

しくwなり全く別極の感を抱かしめるものがある。老成した体に於いては皮
;習は誌だj寧く 20胤内外あり，外皮j習は 10層内外，中皮j醤及び内皮j蛍は夫々

4J19内外あり，外皮胞の細胞は概ね長惰円形でその細胞列は表面に直角に並

び，数回又状に分岐するが細胞列聞の横の迷絡はない。中皮層細胞は外皮脳

細胞より追かに大形で所々に横の述絡がある。内皮j面細胞は不規則な球形乃

至星形で縦横に辿絡し内部の紛l胞は髄糸に迎絡している。髄糸の細胞は長さ

50μ内外径10μ内外のものが多く l時に甚しく膨れているものもあり，所々で

不規則に分自主し，可なり密に結合しているが， 14:い体の髄糸の結合は緩やか
で老成部と越しく機子が54なる (Fig.1， 2). l'地部は成梨県した体では峨断耐の

2 分の 1 以ょを I~í めるが若い体では 3 分の 2 以上を占めるのが普通である。

c. 四分胞子誕

四分胞子誕は，t，))( J話下部の出111胞の校として形成され，普通十字様に分裂
するが稀にE液状に分裂するものがある (Fig.3，4).四分胞子裂は体の両面に

一様に昔支配するが肉眼では見分け維い。稀には泌果を有する体で凹分胞子泌

を生じているものが観揺をされた。
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18 説書自第6巻第1号昭和38年5月

2 

1. 休の若い部分の横断面 x.250 

2. 体の老成部の横断面 X街。

3. 十字様It:分裂する四分胞子議 x400 

4. 環状に分裂する四分胞子褒 x 400 

6. 中皮厨細胞より分岐した走者い枝叢 x400 

6. カルポゴンを戒する校叢 x 876 
7. 助制胞を蔵する校波 x 375 
8. 述絡糸と述紡し，成l胞糸を分裂し始めたl泊細胞 x 375 
9. J点胞糸を分裂した助細胞 x 375 

-18 -
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20 部類第6巻第1号 昭和33年5月

" 
10. 霊泉の横断而 x 250. 
11. 褒泉中で発悲した果胞子

A.助細 胞 C.カルポゴン
G.成胞 糸 H. 胎原列調I1J泡

T.受精毛

D. 雌性生勉器官

x 375. 

C.F.連絡糸

S. 支持 細 胞

カノレポゴン及び助細胞を生ずる枝i院は中皮J¥ri細UJYe!から分岐する。その分

れ方は全くアカハダの場合と同様で，中皮j曜の細胞の内容が縦裂して最初。

校叢細胞を生じ之が次第に分裂して校叢を形成する.完成した校殺は，["，1皮Jw
及びl付皮PiSiの制胞に所々に於いて述絡してよ等から炎・分の供給を受けている

-20-
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ょうで為る a カノレポゴソ之助制胞は別々の校JIl'I"Iに形成される。

カノレポゴ γ校は 1倒の胎原列制胞とカJレポゴシから成り，支持細胞は校

設底部中央の細胞である。受精毛は可なり太く，カノレポゴン間近に於いて太

く膨れているのがif通でらる。助細胞は校叢底部に形成され枝叢細胞よりも
遥かに大形の球形乃至長楕円形細胞で厚い寒天質膜を有し，校叢細胞列間に

介在的に生ずる。助細胞を蔵する校叢の細胞はカノレポゴンの校叢細胞よりや

や大形で且つ丸味を帯びているものが多い (Fig.5， 6，九

E. 謹果の形成とその形状

本研究では受精したカノレポゴ γから述絡系を出している所を観祭するこ

とは出米なかったが助細胞が述絡糸と思われる糸に述絡している所から，イ也

の多くのムカデノ 3科の藻と同様受精したカルポゴンは述絡糸をttlすものと

推断される (Fiι8)。辿絡糸t乙述絡した助細胞は成胞糸を数回分裂してそのJ1d

固に果胞子を生じ仁を形成する。果胞子は大きさに醤しく大小があり大なる

ものは径 30μ 内外，小なるものは 10μ 内外である。成熟した果胞子は厚い

寒天質肢に被われている。果胞子は誕果の中で発芽を始め糸状イ本となってい

るものが勝々観察された。助細胞を囲祝していた枝叢細胞は成熟した誕果で

は細長い糸状細胞となり裂果の下半部に於いて僚かに袈・果を取りまくのみで

環果は直接髄系及び内皮j脅細胞に取固まれていて，特別に之を取囲む被桜系

l主発達していない。選果l主西洋烈形で果孔間近の形状に著・しい特徴がある。

即ち果孔附近に於いて成層細胞列が果孔内部に湾Illlしているため誕果の」二部

が膨らみを示していることである (Fig.9，10， 11)。成熟した袈果でも体の横

断面に於いて髄部中央迄深く地税することはない。選果の存在は肉眼で認め

ることは悶難であるが生時体を透かして見ると見分けることが可能である。

iTの烏附近産のものでは前年の休の部分即ち新築を生じている体の法部にの

み嚢果が形成されているが房州千倉J主の 4n末のものでは賀果の形成lこは到

らないが結い体の殆んど全而にカルポプ γ及び助細胞をI践する校叢が形成さ

れていた。この事から江の島附近のタンパノリは5月以降に袋果の形成が行

われ，従ってま=果の発達:の各段階をil$しく検し得る好材料は夏から秋にかけ

ての体であると推測される。
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Summary 

L This paper Is a record of observation on the stru巴tureof the frond 
and the reproductive organ of Pu，chymeniopsI8 eUiptica YAMADA collected at 
Enoshima in Sagami Province， and Chikura in Awa Province. 
2. The anatomical structure of the frond is as follows. The frond， in 
qevelopEd stage， is about 1 mm thick. The cortica1 layer of an older part is 
about 20 layers thick. The outer cortical laye1' is巴onsistedof about 10 laye1's. 
which a開 composedof tightly packed， small， oblong 01' elongated assimilating 
cells disposed in anticlined rows. No t1'ansver自由connectionis observed among 
the assimilating cells. The middle cortical layer is consisted of more or 1ess 
4 layers which are composed of large， oblong cells having transverse connec-
tion. The innermost cortical layer is consisted of about 4 Iayers， constructed 
of large， 3-5 a rmed， stelIate cells・ Themedullary layer， in the deve10ped stage， 
occupies about one ha1f of thickness of the frond， and isω目白tructedof multi-
ramous filaments， disposed ve1'y densely. The fllamentous cells of medullary 
laye1' are about 50μin length， 10μin diameter usually， sometimes are strongly 
swollen. 

3. The tetraspo1'angia a1'e formed in the middle cortical laye1' as the 
branches of cortical filaments， divided cruciately， sometimes divided zonately， 
scattered on both surfaces of the frond. 

4. The carpogone and the auxiliary cell are developed in the separate 
ampullae. The carpogonial ampullae and auxi1iary ones are developed inter-
mingled in the female frond. Both ampullae originate secondarily in the 
middle cortical cel1s. 

5. 引1ecarpogonial branch is two celled， composed of one carpogone and 
one hypogenous cell. The carpogone ends in a long trichogyne which is some-
what swollen in the part adjacent to the carpogone. The hypogenous cell is 
developed from supporting cell 10巴atedin the main ampullar filament. 

6. The auxiliary巴ellis developed intercalary in the bottom of the 
ampulla， densely protoplasmic， oblong， sometimes attains considerable size， 
covered with thick gelatinous wall. 

7. After connection with connecting自laments.the auxiliary cell cuts off 
a primary gonimoblast-cel1， which then grows successively and splits off many 
gonimoblast-cells. The mature cysto巴arphas no speci自巴 filamentous basket， 
except in the basal portion， but is surrounded with cortical and meduIlary 
filaments directly. 
The carpostoma is furnished with incurved assimilating fil 
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京都及び近郊の水田産ケイソウ (2) 

金網善恭*

Y. KANE1"SUNA: Studies on the diatom-flora of the 
paddy-fields of Kyoto and its vicinity (2)州

3. 

京都及びその近郊の水田のケイソヲ相L 筆者が別に研究した京都市内

の池のそれ口とを比較すると Table1のようである。

即ち，京都市内の 7個の池(以後は池と略称Jで8利30属 171穫が認め

られた。今水田と池に於ける1:11現径類数を比較してみるに，水悶においては

各採集箇所において 4-31種，平均15種，池では35-102種，平均66程で

あった(ただし池産の種~i数は各ヂ.節に瓦り，数年間採集したものであるの

に反し，水田建の種類数は 1i育所1回だけの採集によるものであるから，こ
れ等を岡ー視して比較する事は不適当であろうと忠われるが)。

ケイソク相の構成をみるに，水田では Pinnularia，Navicula， Nitzschia 

の諸属が，又池では Navicula，Pinnularia， Gomphonema， Eunotiaの諸属

長京都市立旭丘中学校

掛第5巻第8号仙の英文標庖を上記のように訂正します。

官民 D 京都市内の蛾池・小池・大沢池・広沢池・鏡容池・深泥池・法成就池の7池のケ

イソウを調査したもの(著者未発表論文ル
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24 害事類第6巻第1号昭和33年5月

Table 1. 京都及び近郊の水田のケイソウ相と京都
市内の池のケイソウ相との比較

(Comparison of the diatom-日oraof the paddy-fields of Kyoto 
and its vi巴initywith those of several ponds in Kyoto City) 

採集場 所 水 田 (18筒所) 池 (7池)

種類 数・ 延種類 数

% lF類| % |覆鰍| % |護霊|
L Melomra 1 0.9 1 0.4 8 4.7 19 
2. Cyclotella 1 0.9 l 0.4 3 1.8 16 
3. Arachπoidi8c明 1 0.9 1 0.4 。。。
4. 'l'ahell aria 1 0.9 2 0.7 2 1.2 10 
5. F.γαguαバα 1 0.9 1 0.4 5 2.9 10 

6. Synedra 2 L8 6 1.9 8 4.7 19 
7. Eltnotia 4 3.7 7 2.6 15 8.8 42 
8. Actt悦eUα 。。。。 1 0.6 7 
9. Cocc仰 ei8 1 0.9 s 1.1 1 0.6 5 
10. Achnanthes 1 0.9 4 L5 4 2.3 5 
11. Amphiple叫問 。。。。 1 0.6 1 
12. Frustulia 2 L8 4 L5 8 1.8 10 
13. Calonei8 4 3.7 7 2.6 4 2.3 7 
14. G官roBigmα g 2.7 10 3.7 8 1.8 8 
15. Neid旬 間 7 6.4 16 5.9 8 4.7 22 
16. Diplonci8 1 0.9 8 Ll 1 0.6 8 
17. Stauronei8 4 3.7 14 5.2 5 2.9 17 
18. Anomoeonei8 。。。。 1 0.6 8 
19. N，伽 icula 17 15.7 42 15.6 18 10.5 37 
20. Pinn叫tα7・4α 21 20.2 46 17.1 17 9.9 45 
21. Amphora 。。。。 3 1.8 E 

22. G.'l/mbella 6 5.5 16 5.9 9 5.2 s4 
23. Gomphonel乱α 6 5.5 8 3.0 16 9.3 62 
24. E1抵抗emilα 1 0.9 1 0.4 5 2.9 12 
26. Rhopalod句 2 L8 3 1.1 8 1.8 10 
26. Baciltaria 。。。。 1 0.6 1 
27. Nitzschω n 11.1 45 16.7 10 5.8 18 
28. H antzschω 5 4.6 14 5.2 4 2.3 10 
29. Cymαtople叫何 。。。。 1 0.6 6 
30. Steπoptero/Yia 。。。。 1 5.8 1 
81. Surirella 4 3.7 15 5.6 10 0.6 29 

% 

4.1 
3.5 。
2.2 

2.2 
4.1 

9.1 

1.5 

1.1 

L1 
0.2 

2.2 

1.5 
L7 

4.7 
0.6 

3.7 
0.6 

7.9 

9.7 

1.1 

7.3 
11.2 

2.6 
2.2 

0.2 

3.9 

2.2 

1.1 
0.2 
6.8 

計 I108 I 100 I 269 I 100 I 171 I 100 IωI 100 
後延種類数とは同属に合まれている各種類の採集筒所数を合計したものをい う。
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金縞 京都及び近郊の水田産ケイソウ (2) 25 

2 3 

4 

6 7 

8 

10 11 12 
1. N a.lIic ula仰 gmaeaK廿rz.(><920) 2. Nitzsch-ia palea (KUTZ.) W. SMITH 
(x920) 3. Pinmua?'':a bOl'eaJ.i.q EIIR. var. b，'evicostata HUST. (x920) 4. 
NaviclI.lαsp. (x920) 5. Stm町 onei8 仰 tceps ErlR. (X 920) 6. Cymbclla 

t1L1'gidα(GREGORY) CLEVE. (x640) 7. RhopaJodia 9必be1'ulα(E!-IR.)O. MULL. 
(x 640) 8. Nitzschia 11'yblioneUa HANTZSCH val'・制ctoriae GRUN. (x 920) 

9. GOn1，lJho冗erna.oUva~e1ιm (LYNGBYE) KUTZ， (x920) 10， Slけ・il'elh~ te.刊e1'a
GREGORY vur.引ervosaA. SC!-IMlDT (x 640) 11. Pin叫.1t!cl1'iasp. (X920) ]2. 

Nitzsch:ia 匂1101叫 αKRASSKE()< 920) 13. Navi(，1I1a di.cephnJ品 (EHR.)W. 
MITH var.刊cg70cl白 (KRASSKE)HUSTEDT (x240Q) 
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26 音量類鎗6巻第1号昭和88主f.1i月

が最も首・通で， これ等はt!f(類が盟~であると共に，ス広く分布している事が

知られる。池で種類数が段?Thで分布の広い Gomρhonema，Eunotiaが水聞に

おいては少なしその代りにNitzschiaが多い。根米健一郎氏の和歌山市毛

見水間 (1954)，小林弘氏の三重県上野rli近郊の水田 (1950)における夫々の研

究をみるに，分布iの程度については記載がないらでわからぬが，各属の在:J:fi

数にはこれと同様な傾向がみられる。即ち，前者においては Naviculaが最

も多く ，Gomphonema， Eunotiaの同属は採集されてなく，後者においては

Pinnularia， Navicula， C:川 1bella，Neidium， Nitzschiaの5嵐が多く， Gom-

ρhonema， Eunotiaが少ない。また当地方の水国産の稀績では Naviculacus-

ρidata var. ambigua， N. dic8Phala var. neglecta， Nilzschia palea， N. 

tryblionella var. victoriae， SUril"e11a tenera var. ner1Josa， Stauroneis 

ancats， Pinnularia microstauron， P. braunii var. amPhice，ρhala， Cym-

bella turgida. Hantzschia amjうhioxys.Gyrosigma scalproidesが比較的広

く分布しており， また後白積として.Achnanthes hungarica， Nitzschia 

palea， Coccone"Is jう{acentulavar.linea!a， Stauron8Isρhoenicenteron， Cym-

bella tumidaなどが常に問;直に1.11現した。また水田のケイソク 11r ，献水柿:

Arachnoidiscus ehrenbergiiが大阪府高槻市附近の水悶で， ヲγソワm採
集の時に少数個体得られた。本蓮は普通海産で太平洋各地の沿岸に多く，本

邦海域のケイソヲ土中にも見出されている。共のほか，Navicula pygmaea， 

N. gothlandica， Nitzschia tryblionella， -var. victoriae. -var. deblis， -

var. le1Jidensis， N. obtusa var. scaltelliformis， N. lorenziana var. 

sttbtilis， Hantzschia virgata var. ca.ρitellata， Rhopalodia gibberulaなど

の賊水域に多く見出される種の他に，Pinnularia braunii var. amρhice-

Phala， Nitzschia paleaなどの日本火山地帯の所謂線機酸性水域や食I主泉な

どの械水域にも出現する(根来 1944)種矧が当地方水悶のケイソワ相の最も

重要な構成磁波iとして認められた。

Sumrnary 

The diatom-ftora of the paddy-flelds of Kyoto and its vicinity were studied 
by the author during past seven years from 1950 to 1956. 

Th巴rau1tsobtained are as follows: 

1. The pH of the water as an environmental factor ranges from 6.1 to 
9.2. 
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2. The diatom-flora is composed of 24 genera， 108 species. 
Among the genera， Pinnularia.， N，αvicula and. NitZ9Ch旬 occurrichly in 
the number of species and are widely distributed in this area. 
a: The widely distributed species are the followings; NUZ8Ch似 pa1eα，
N. tγybl必neUa.var.ω:ctoriae， N，ωicula cuspidata var.αmlr色1ua，N. dice-
phala var.時eglecta，StalLroneis ancep~， Pinnul，ω匂明記rostαuro冗，ClImbello. 
tu，rgida， H o.ntz9ch句 αmphwxysand SlげかeUatenera var，官官ψoso..
The dominant species are represented by the followings; N必zsch句 pal伺，
Achnαπthe8 Imng晶rica，Cocc側 uI8placenωla var. l'ineal.a， Sω叫ronl!I8phoeni-
centeron and Cymbellαt叫制似品.
Of all these species， the most principal members of the tlora are NitZ8Chia 
pa.leα姐 dN. trllMionella var. victor秘e.
4. Marine diatom， Arachnoidiscus. ehrenhergi1:. was collected from‘paddy-
fields in the city of Takatuki and brackish water species such as Navicula 
PYrl骨wea，Nitzachio. tryhlioneUo.， -var.ψicto併ae，-var.l，剖ridel'l8I8， -var.ゐhlぉ，
N. obtusa var， 8calpeUiform18， N. lorenzio.na var. 8ubtil18， Hantz8chω 
'1lirgαE日 var.Cαpitel1，α， Rhopalodia gibberula and others are found in this area. 
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Physoden の研究 (その 1)

安藤芳明本

Y. ANDO: Studies on Physodes 1. 

緒言

褐縦類の細胞中に普通的に存在し，屈光性を有して良く怖く犬小様々の

小胞一一今日 “Physoden"又は“Fucosanblasen"と呼ばれている引きーーに関

してはかなり古くから知られており，その本体についても種々論議されてき

た。すなわち， REINKE (1876)， HANSEN (1893)等による脂肪滴説， ScHMITZ 

(1883)， HANSTEEN (1892)等による炭水化物粒説，BERTHOLD (1882)， CZAPEK 

(1913¥ KYLIN (1912)等によるタ γニY胞説， CRATO (1892)， HUNGER (1902) 

等によるフロログルチ γ系物質含有胞説等々がこれである。

CRATO (1892)は小胞に初めて “Physoden"という名称を与え，その形態

学的並びに細胞化学的観察を行った。その結果によると，Physodenは通常の

vacuoleとは異なり原形質糸に治うて絶えずアメ ーパ{様運動を行っており.

またその内容物はワユリ γと填酸により亦色を豆!する事から，プロログノレチ

シスはその類似物質・であろう と考えた。

然るに，これk同年 HANSTEEN(1892)は化学的研究の結果，小1J包内容物

は1種の同化産物で，彼により分離命名された多糖質“Fucosane"であると

主張し，その小胞を“Fucosankornchen"と呼んでいる。

その後 KYLIN(1912， 1913)は，当時までの純物学的及び化学的研究を敦

賀、し， CRATOのPhysodenは結局1種のタ Yニシ様物質一一之を“Fucosan"

主命名したーーを含有する特殊な小胞であるとし， との小胞を“Fucosan-

blasen"とH手ぷ事を提唱した。また彼 (1918)は HANSTEENの Fucosaneにつ

いて調べた結果， これはラミナリンと同一物質と考えられ， Physodenの内

容物とは本質的に異なるもの勺ある事を指摘した。

爾来 Physodenの研究についてみるべきものはなかったが，近年フラ γ

スの植物学者聞において，主に細胞学的立場より再検討された。

侍~~海道立衛生研究所

酬著者は形態的Ir.広義のPhJ80denを用いた。
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MANGENOT (1926)比 Physodenは vacuole中に沈澱する 1穫のフェノ

ーノレ系物質より成るとし，これを "grainsde fucosane"と呼んでいる。

CHADEFAUD (1932，1935)はPhysodenの細胞学的形態について詳細に研

究し，その結果クレジル背染色により次の 4つの型に分別した。

1. Fucosanを含有し，小胞全体が背色に染色される型。

2. Fucosan を含有し，部分的!l!~i*立状に育色に染色される型。

3. Fucosanを含有せず，メタクロマジーを呈し紫色に染色される型。

4. Fucosanを含有せず， 全く染色されない型。

なお， KYLIN (1938)はとれらの研究に対して批判的見解を述べている。

以上の如く， Physodenは研究者によってその形態が幾分相違しており，

またそれらの内容物の性状も未だ明らかでない。従って日lysodenの細胞学

的意義も今日なお半IJ然としない。

著者は Physodenの分別に当り，その内容物質の化学的性質の相違に基

づいて行うのを妥当であると考・え，先ず Physodenのいろいろな形態を数種

の褐渓頬について観察し，これらを細胞化学的に分別した。次いでそれらの

内容物質を化学的に分別抽出してその化学的性質を調べ，細胞化学的性状と

比較検討した結果， Physodenはその内容物の性状により，少なくとも 3位

の型に大別される事を認めた。

PhY80denの細胞化学的証明

KYLlN (1913)及び CHADEFAUD(1932)の方法により，次の 3Jttを布する
小胞を検H¥した.然しながら，後述の如<1)及び 2)の両方を示すが， 3)を示

さない小胞でも Physodenの1径と考えた。

1) ワユリ γと総括正酸により赤色をhlす。

2) オスミヲム酸により黒変ずる。

3) クレジル背により通常背色に染色されるが，時として応然色を足す

る。

Phy80denの形態的観察

ホソメコンブ Laminariareligiosa MIYABE図1，2，3参照。

新鮮なAJ柴の表面観では，クレジJレ育により青色に染まる小型球状の

Physodenが無数に存在し，原形質中に散在するか，又は移k欽状Y乙辿給して
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Ph. A. 

M.C. 
N. 

Pig. 1. 

Ph. AY. Ph. AY 
Fig. 3 

A. 

Fig. 4. 
Ph. C 

Ph. C. 

N. 
Ph. B. 

Fig・ 6.
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いる.これらは横断面において表皮細胞中に見出されるものと問ーである。

一方成体茎部の横断面では，主に粘液l隆道の周辺細胞中に，大型で育:萄状築

塊をなす球状の Physodenが多数みられる。これらは半流動性で，やや成型

性を有し，運動性をもたない。この Physodenは CHADEFAUD(1935)により

Laminaria clousloniにおいて観察された“physodesa Yendo type"と同ーと

考えられる.髄組織の hypha中にも大型及び小型の球状を呈する Physoden

がみられる.ζれらの Physodenはクレジル育の他，メチレシ育や2，6ージク

ローノレフェニ-}レイジドブェノーノレ色素により純背に染まり， 之に対して

vacuoleは一般に赤紫色に染まるから容易に区別され得る。然しながら，

hypha中に往々赤紫色を呈する小型の Physodenをも見出した。 CHADEFAUD

によると，これはメタクロマジーに依るもので，育色を呈するものと区別し

ているが，メタクロマジーは元米色素と Physoden内容物質との結合によっ

て起り， しかも種々の物理化学的条件によって変化し易いものであるから，

著者はあえてこれを区別しない事とした。

以上の観察により，本種。 PhysodenIt.細胞化学的に全く同ーの性質を

示し，ただその形の大いさのみ異なる 2種の型が存在する.著者は便宜上小

型のものを Physoden“A"とし，大型のものを Physoden“AY"と呼ぶ事と

する。

Plate (Allぬefigures show the materials after s切iningwith cresyl blue) 
Ph. A; Physode type A. Ph. A Y; Physode type A Y. Ph. B; Physode 
type B. PιC; Pbysode type C. N; Cell nucleus. M. C.; Mucilage 
canaI. 
Fig. 1-3， [，am初日行。，religiosa MIYABE; Fig.l， tran5verse section through the 
stipe， showing the巴巴115巴ontainingphysod母AY，and the mu巴ilagecanals with 
secreting cells in the outer cortex. Physod凶 arestained blue， whereas inner 
substance.> of rnu巴i1agecanals red-violet. Fig.2， showing physode A in a epi-
dermal ceIl of a thallus. Fig. s， showing both physode A and AY in a hypha 
of a stipe. 
Fig. 4 and 6， Undaria pinnatifidα(HARV.) SUR.; Fig. 4， traosverse sectioo 
through the frond， 5howing the epidermal cells containing physode A， and 
YENDO's mucilage gland io which a large cluster of physode A Y is filled 
Fig. 6， showing physode A io cells of the hairs. 
Fig.6 and 7， Dictyopwru; divaricαtq. OKAM.; Fig. 6， surface view of a frond， 
showing the cells cootaining both physodes B with various shapes and phsodes 
C in different sizes. 1"ig.7， showing physode C io a rhizoidal cell. 
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ワカメ Undariapinnatijida (HARV.) SUR.図4，5参照。

本種における Physodenの種類及び分布は，前記ホソメコシプと略同ー

であるが， Physode AYは hyphaのみならず，遠藤氏 (1909)により見出され

た粘液腺細胞中にも存在する。ワカメ属の粘液腺の内容物に関しては，既に

SAUV AGEAU (1916)により Fucosanの存在が認められ，また前述の如くコ γ

プ属に存在する Physodenとその形態の類似性が指摘された.著者1(1955)は

両者・の粘液分泌器官を細胞化学的に検討した結果，ゴンプ属では粘液質ブコ

イジシのみから成り，ワカメ属では PhysodenAYの含有される事を認めた。

しかもクレジノレ背によるメタクロマジーが酸性域 (pH2.2-2.6)において解消

する事，またその細胞化学的性状などから推すと， Physoden A Y及び Aは

粘液質としてアノレギ Y酸を含み，更に通常は之がブι ノーノレ系物質(Fucosan)

とコロイド状:乙結合して存在するもの と考えた。

エゾヤハズ Dictyoρterisdivaricata OKAM. ~I 6， 7参照。

新鮮な葉状休の表面観では，クレジノレ背により青色7乙染まる無数の小胞

が存在する.その形態i土PhysodenAとは明らかに巣なり，成型性を有さず，

その形状・大いさも一定しない.球状・洋梨状・票1]箪状・有尾状・糸状等種

々の形を示し，これらは原形質流動により巡動性を示すo vacuoleに近似す

るが，メタクロマグーを呈さない点において !f~なる。この Physoden を著者

は Physoden“B"と呼ぶ事とするo

葉状体検査庁面において， Physoden Bは主として表脳細胞にのみ見山さ

れるが，一方中層細胞には PhysodenA及び AYも見出し得る。 2，6ージクロ

-J'CIフェニノレインドフェノ{ノレ色素により染色すると，PhysodenA及びAY

は良く背色を呈するが， Physoden Bは殆んど染色されない。これは次械に

おいて述べるように，その内容物質(FucosanB)の化学的性質の相逃による

ものである。 KYLlN(1938)はFucusvesicu!osusのFucosanは著しい還元カを

イiし，これがインドフェノーノレ色素を還元して健色せしめるそ与を認めている。

従って著者の PhysodenBは彼の Fucosanblasenと全く岡ーと考えられる.

次に著者(1951)は本種桜部の仮桜細胞中に，上記 Physodenとは極々の

Jえにおいて全く梨なる小胞を見出した.とれは 1種の精油小胞に属し， f盗光

性を有するので{也~区別され得る。クレジノレ背で ìt.全く染色きれないが， ワ

ニリ γと蟻酸によ り紅赤色を呈し，オスミクム反応を呈する。よって著者は

この型のものを Physoden“C"と呼ぶ事とする。
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以上著者は Physodenを3種の型に分別したが， とれらは更W.ー次報W.述

べられる各 Physoden内容物質の化学的性状により， 一層明篠に区別され得

る。またこれら 3穫の Physodenは他の属種の褐濠についても観察さ れた

が， その中 PhysodenA は全ての種に共通して存在する事が判明したロ 最

近 CHADEFAUD(1950)は淡水産褐藻 Heribaudiellajluviatilisについて

Physoden ([)存在を認め， これが環境によらず，褐謀とい う因子型の形質で

あると述べているのは興味深い。

Summary 

On the basis of cytochemical observations by the author， phY80des. the 
highly refractive vesicles widespread in cells of Phaeophyceae. were divided 

into the fol1owing three types: 
1. Physo:le type A; in this type are included the small globular vesicles 
with some plasticity. whicb are found in cells of all tissue regions. sca七七日red
or combined wi七heach other like beads. 
As for the larger ones. which are found in the cells around mu巴ilage
canals. or hyphal cells of L日間的αriaγeligiosaMIYABE. they were designated 
as type “AY" for the reason of thei r id日ntitywith the vesicles in YENDO'S 
glandular cells of U~叩dariα.

Both type A and A Y are stained with巴resylblue， pure blue. and often 
red-violet responsible for metachromasy. 
2. Physode type B; this type comprises the ve~icles. which are found in 
large quantities. as a rule. in the cells of cortical tissues. These vesicles 
appear to be a kind of va巴uolesvarying in size and shape according to the 
protopl鎚 micmov岨 ent.
This type difl'ers from type A in that it can hardly be stained with indo' 
phenol blue on ac巴ountof its reducing power for this dye. 
3. Physode type C; this type comprises the small vesicles with much 
iridescence. which have been observed in the rhizoidal cel1s of Dictyopteris 
divaricata OKAM. by the author. 
百 eycontain a kind of essential oil consisting of the terpene compounds. 
onwhich chemical studies have already bee且 doneby the present author and 
others. 

引用支献

BERTHOLD. G.: Jahrb. f. wiss. Bot.. 13. 1お2.
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Bull. de. SC. Bot. Fr. 'iTl. 198. 1960. 
CRATO. E.: Ber. d. deut. bot. Ges.. 10. 1892. 
CZAl'EK: Biochemie der Psanzen， 1. 393. 1913. 
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海亀の甲の上に見出された
Gelidz'ella r:unellosα 

一木明子

M. ICHIK[: GelidおUaramello8αfound 00 
the carapace of a sea turtle 

議類は岩の上ばかりでなく，動物の体の上にも生える ζ とは周知のとお

りである。たとえば軟体動物の貝殻の上などには普通に見出され，よく 記載

されている。ところが亀の甲ということになると，ずっと珍らしいことにな

りあまり記載もない.有名な例としては，淡水産の Basicladiaがクサガメの

甲に着生して，いわゆる袈亀の尾を形成していることが記述されている.

ととに報告するνマテジグナの一種は，アカクミガメの叩に見出された
場合でらる。 調べた結果，Gelidie!la ramellosa (KUTZlNG) FELDMANN et 

HAMELにらててきしっかえないと思われたので，ここに報告する3

この紅渓は対島の佐須奈で九大・l決・水産学教室の道津占星術氏によって，

1954年 12月採取されたもので亀の甲のよにじゅうたん状にすきまな く寄生

していたのを，メスでけずりとって持ち帰ったものである。亀はかなり大き

いもので叩長が 60-70cm位のものだったそうで，プリの手伝し網の二重落し

古[1に入りこんて・いたという.との紅誌の色は黒ずんだ亦制色であったので，

材料のm fJ~を ?をけた l時はね;泌の感じは全く うけなかった。
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下自1¥十よ制1.l]校になっていて峨んにうHJi.し，iYi々から11.dllのボが11¥て1与の
巾l乙付・着している (Fig.C)，。 この初旬校からl宜立の校がたくさん密生してい

る。 直立校lよ而IT:で市条のものが多く心iさ3-15mm位でかな り変化があ

り時に少しばかり枝分れする o -1立は鋭角にHJている (Fig.A， B).。

附而を作って見る とかなりrlfJlI(，fにー列の革111胞からなる中判11糸が見られる

(Fig. E-G¥o この中州l糸の和11胞はl戊jミして太った部分でもrYiらかに認めら れ

る。 と の 中 柄11 か ら制11包糸が).'~囲に向っ て作られ， Wi次に紛lかい細胞になって

皮J¥1が作られる。細胞の大ささは'1-/心にjJj:い所は，径 7-15/1，表j支のは5-

101/牧までおり，何れも多少角ばっている。 とのrl"1111の先端oTfi制II)J包はiAi微
鏡下にその ま L で見る こと カ~ /H米る 。

生嫡制)J包としては四分!i包子出だけが見られた。 stichidiaをf'1'っており同

い校状をして直立校にほぼ直角に什J汗している (Fig.B， D)。多数の stichidia

D 

B 

.k 

Gelidiella 1'a，mellosα (KUTZING) FELDMl¥NN ct H，¥MEL 

A. B. Frond. (A. x 1) (B. x 8). 
C. Basal portiol1 of the frond. (x48). 
D. Stichidia. (x 48). 

E. F. G. Cross se巴tionof thc f rond. (x 190'. 
H， Cross section of the stichictia. (x 190). 
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が着生して羽状になっている場合も見出された。 stichidiaの下部は特にくび

れている(Fig.D)。直立部の先端には stichidiaは見出きれなかった。その内

部構造を横断面で見ると図に示すように皮周の発達が悪く，細胞と細胞の聞

がゆるく結合している。また中軸細胞から数えて三番目の細胞が始原細胞に

なるらしいロ従って一つの面に四つイ立の四分胞子誕を見るととが出米る。四

分胞子は十字様に分れている(Fig.H)。

この種類は体の構造その他から考えてVマテ γグサ属と思われ，その外

形，高さ，小枝の分岐状態などから考えて Gelidiellaramellosaと思われる.

KUTZING (1843， 1868)， FELDMANN・HAMEL(1936)などの記械や図と大体一致

する。ただ気がかりなのは， FELDMANN-HAMELによれば，直立校!こもその

先端に stichidiaが作られるように書かれてあるが， KUTZING によればその

ような図示がなしそれ程重要な性質ではないと思われる.

なお，興味深いことは，この紅誌が前述のようにじゅうたん状の単純群

務を作っていたことであって，この槌物の他には見たところ他の海深も見当

らず，ただブジツボ類が所々に付着していたそうである。

きて，本種については NewHolland及び地中海の KerkennahI誌におい

てその分布が記載され，今まで日本近海には知られていなかった。そのνマ
テ γ グサ属のものが対島で捕獲された亀の r~] の上から採集された。亀の甲の

ことであるから，或場所に間定した基脆から採集されたものでなく，一定の

localityを示すわけにはいかないが，日本近海に主主するととは間違いないこ

とであろう。その発見の基盤にもとずいて，この紅一部にキツコウνマテングサ
の布I名を与えたいと思う。

終りに終始御懇篤な御指導を賜った当研究家，湖、川宗吉博士にj掌く感謝

中し上げる。また材料を御提供下さった当研究宗，道津謀術氏，文I献を御貸

し下さった三重県立大・瀬木紀男教授に深く感謝する.

Uし州大学農学部水産学教室瀬川研究室，私立筑紫女学問

Summary 

Gelidiella ra明，ellosα(KUTZING)FEI.DMANN et HAMEL was found forming 
a thick carpet on the carapace of a sea turtle captured at Sasuna. Tsushima. 
Japan. 
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千葉県大原産のー珍藻

オホノアナメ (Agtσrumohcwaense 

YAM. Sp. n.)に就いて

山田幸男

先般f葉県大原町の漁業組合専務:Effi事大野磯吉氏から久し振りに岡地先

にて採集された多数の海藻標本の送附をきたけたが，其の内に誠に珍らしいー

褐藻が見られた、それは明らかにアナメ属(Agarum)の一種で己に同氏もそ

の手紙に述べていられる様に今迄本邦に知られたものとは明らかに異なった

もので特にその茎の状態は我邦北部に産するアナメ (A.cribrosum BORY)と

は全然異なり日月らかに周平でその両絃からは屡々~状の附属物が多少共発出

している。比の標本は何れも暴風後等に大原町地先の海岸に打揚げられたも

のでその生育深度は不明であったa 由来大原という処は以前から興財とある海

琵の底地として知られており，筆者も学生時ー代から故岡村先生の御言葉に従

って屡々その地を訪れた。当時巣11寝・渋谷等に住んでいた筆者は，割引の一番

の市電にのって両国へ行き廿i米る丈け早い汽車にのって大原へ行ぎ採集をし

て夕方帰京したが，可成に変ったものをとる事が什l米たロハスヂギヌ (Nien-

burgia jaρonica (YAM.) KYLD河)カヘノレデグサ (Binghamiellacalifornica 

(FARLOW) SETCHELL et DAWSON)等も初めて岡地に於いて採取したものであ

る.その後多数の海藻採集者が岡地を訪れたにも係らず比の Agarumは殺

も報告していない。従ってこれは余りi支所には生育しないもので比較的稀な

ものではないかという想像がっし然るに此度上記の如く大野磯吉氏により
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)Itのrq(が採取されたことは誠にμびに

J'i~ えないa ノじ;j~li1j氏は，，，くから広く水

J:i~:一般に対して深い知l減と経験をよLえ

ておられるとんに特に海誌に対して深

い ~1! ，，~(と|長j心をヰf しておられ('日丹て

~I~Iη 六日日数段 1こより命JJT されたオホノ

ノリ (Porρhyraonoi UED̂ )も同氏

の名をとられたものである)るので此

皮の発見も偶然ではない。

そとでJJi~乙同氏にがf例11>の採取を

1ldiJlしておいた処その努力によって多

数の新標本がれ婦，又は網にかかって

発比採4ねされ，;，くその後大原町?:大)1:

l乙於いて治水夫によって 17m の泌氏

に:1:.(jするものが採取された。以jJち;!:rI

当な深海1'1:もののといわねばならない.

今少しく此の磁の性質を記してみ

るならば，

棋は繊維状で制く ，茎の下端及び

jL沓11附近の向付から発11¥し 3-5四位

又状に分自主し，先端iへ向い河野々と刺ま

り先立iiiでi也物に附ffする。

茎はKさ 5-6-7cmJミく l珂らか
に州、|にで，~，'，Ì 1 cm 内外，fI[しj，Ji111的に

走路分よりjぶくなる所があり，めんど'jii-

に1-2凶似れている。 同紋lよ略、14}!?

であるがその所々から羽J.V¥(1)を発iiiす

i，'j.此等の ~H状{本は位径 1mm 内外の

繊維状で 1-2回又状に分以し， 1Hと
めんど而lじ形態を訂する。

葉?主官'IJmJ)診又は桁円形，民付j円Jf3
~:11~ ななし l之さ約 60 cm イ屯であるが何Aè

- 38 
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瀬木: シルグァ博士の来初 39 

の様本もその先端部を欠く為:乙j[<<s[な長さは儲かめられない. 怖は 20-25

cm，基部は|吋く，余り心臓形は皇位ず(アナメ A.cribrosum BORY に普通

に見る様な scrollは見られない)縁辺は全縁或いは幾分波うち或いは緩めて

緩い刺状の突起を具えている.又中Jたには 1;;ドの中幼を貫通しているが中防

は幅1.5-2cm位あるも明らかに厚くなっている部はその中央附近のみでそ

の築面之の境は余り判然としない事があり，特に上部では余りはっきりとし

ない場合が多い.業面は平滑で織なく簿い草状で大小多数の干しを有する。孔

は略円形で幾分精円形，卵形のものも混り屡々孔の周縁は一方の面へ向って

まくれる.孔の配置には一定の規則は見られないが概して中肋附近のものが

一般に大形で辺縁附近のものは小形である.大形のものは直径1cm内外あ

る.

子嚢誕は葉商の中部辺の両縁に沿い両面に生ずるが後全面に広がる。

上述の性質から見て本種は北米パγクーパ{附近に産する A.fimbriata 

HARVEYに近いものではないかと思われる。特に特異な茎の形態は即ち周平

にしてその両縁から根状附属物を発する点に於いて共通している.然しその

楽面は大原産のものに於ては平滑で大小多数の孔を有するに反しA.fimbriata 

t乙於いては孔は殆んどなく又は甚だ砂く且つ築面は平滑ではなく多数の敏を

有する点等に於いて異なっている。依ってとの種には新たにA.oharaenseな

る学名を与え，又この発見者なる大里子磯吉氏の名を記念してオホノアナメな

る和名を以ってこれを呼ぼうと忠弘正式の記載文等は何れ規則に従って記

述する筈であるが取りあえずl比処に比の新誌を紹介する次第である。

(北海道大学理学部縞物学教室)

シルヴア博士の来訪

瀬木紀男

緑藻ミ Jレの研究で有名な，米国イりノイス大学教授νJレグァ博士が，パ

ッゴツクで開かれた太平洋学術会議の帰途日本に立寄られ，忙しい旅程をき

いて昨年12月5日小生を訪問した.

同氏とは7年振りに再会し，お瓦に旧交を混めた。かつて小生がパーク

レーの加州大学を訪れた時，パーぺγフス教授の下で研究中であった氏が，
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当時n4>:ではまだ実験段階中であっ
たテ νピを兄に RC.A.ピノレl乙案， ..~ 

してくれたりした~Ji.が今!J!乍ら思い

ill されて 1~l しい。名 ，!i1毛駅9J:u乙降り

立った氏は小さな洗而itrhと}1メラの

みと主とうれ波であった。 ホテノレで小

恕後東山助~I'[物 I~d¥乙案内したが，:.Il[ 

花品i'l物にも淡いiitJRをねち，立に仁i

f生を愛するの熱t.'Iをこめて，砕しく

鍛nし，又多くの自Itりを発したが，
折よく jJill-ぷ主任がいてJ下制に説明し

てくれた。ホインセチアの liijでは

「おおクリスマス，フラワァ ー」と

川|ーんでJ1.7i?にμぴ，又サボテ γの{本

に務;!?をみて前iをしかめたが，その

了".'iTc県立大学にて

rll央 νJレグァ一氏， 左~1Jflì，Jm

弥一郎'γ部長，右端筆者

，'，に米人の，1fいたものを克兄して717うだしたω 又民主イiのl日に米たILl-，之は 7ポKY
ヅサ.イ (匂f盆主;u花ω) かと，，~，

盟 |日，，三重P131午大'下水産学者!:泌知学教引を訪れた。 ここで志摩ri'~ミノレに

ついて興味ある論議をなし，主ま1乙Codiummagnumとナガミノレとの関係に

ついてi:l.:1 1すべき見解を示した。又ミノレのt謀本鍛定を矧んだ処，吏によく研

究した後にしてくれと云って氏の似亙振りを示した。その他ヒロメの総本を

みせたが，外「りにないので非常に珍しがったd おHtSL 日本料到!を会食した

が，そのRILl:(Miff-にもその1，i i の女 I~がスヰ ゼ γ i/ノリ(，;吃~))を持っていたの

で， 之を分けて nい非常に"j>-{んだe お 1~~i'~での討Ih活保 %ζ思わず Jl'Jうだし合つ

た。

午後米I"Itの刊1):苔』誌を見学に行ったが，潮時が恐くて，銑が村正而J'.にkE111 

していなかったけれJ.¥i，}irにのって棋を持上げよく悩祭しねた。 Mしろj析機
に峰大に花刻しているのは H本独特の佼術であるので?託児の凶を見張った。

帰途大学の大将1釆)lJ'11が強風中，ぬかるみの小路 (I，IJsl'lがきりたっている)に

スリップし，前進不能となったが，巧みにパックして引なきを作たのは幸で

あった。

ï' f ぴ :71 T片 j引にMってー討 1 し '~;I ' ln 本 11;1名付 n r'~ ， ~-\ Ji:!(:平)をローママ:で
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表示した地図はないかと尋ねられ，丸;皆兵他を保したが見当らず，後日小生

が写して送る旨約した。又陶器やのれん等日本の優れたデザイ γl乙興味を持

'i?文洋!肢のモデル人形の顔が西洋人であるのをみて，何故東洋人のを使わ

ないかと西11'1衣存に一矢を報いた。

三日聞に豆る日程も何時しか過ぎて夕方愈々離名の時が迫った。駅のプ

ラットホーム迄行っても未だ話しが尽きず，列車発事の為め止むなく悶い握

手を交わし，再会を約して別れを惜しんだ。

(三賀県立大学水時学部)

新著紹介

稲壇賞ー著

日本近海差ナガマツモ族の分類学的研究

K. INAGAKI: A Svstematic Study of the Order 
ChordU1・7・'ale8from Japan and its Vicinity. Sci. Pap. Inst. 

Alg. Res.. Fac. of Sci.， Hokkaido Univ.， 4 (2) : 
87-197， Figs. 1-83， Pls. I-XI， 1958. 

日本近海のナガマツモ放植物は体の成長点1(.重点をおいた KYLIN(1940)の分類法に

よると， 4科. 17属， 29 fiJi， 16品積i己分類されることが，乙の研究によって明らかに 3

れた。第1章ば緒言で，第2章では，体の外形，枝分れの様子，体の基部，体の中紬，成

長J札髄l霞，皮下層，皮周，毛，単子彊，複子盗の順I己分類の摂徴となる要点が述べられ

ているb 乙のなかで，著者;主成長点1(.みられる特有の性質は体が発生の初期にある聞だけ，

はっきりしているもので，成体になると.現在例1長しつつるる若い枝の尖端でも，もはや，

成長点1(.特有な形が失なわれて，普通の校の尖端の組織と殆んど区別ができG くなってい

ることを指摘して，この族の分類には春季にみられる 1mm乃至 2cm程度の幼体を詳し

く観察する必要があることを強調している。第B章の種の記載の項では，かなりの種類に

ついて， ζのような幼体の観察が実際に行われ，体の発生の経過が詳しく述べられている。

記載された 17 属のうちに P8e~tdochoTdα と L、う新属がある。 乙れは， ニセツルモ

Ch01dariα叫日gα;i:i'l'OKIDA 1(.は， ①毛がない，@単子褒!ま同化糸の殿下端の細胞にで

きて，細長い促棒状の形をしている，⑤体が中空でゐる，@第一次の1車部が周辺に肥

大癒合して=次的な基部をつくり， 根様糸iま基部ω周辺か裏面からでる。 などの点で，

Chordaγtα 属と区別されるので，新腐として，山田・時間両教授と連名で発表されてい

る。また，ネパリモ属を2つの節l己分け，体が申空で，鎚屈が多角形の細胞で網状になっ
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ているものを Sect.Leαth6Siaとし，体はI.FI空でなくて，悩j闘の細胞が円筒状或いは楕円

状のものを Sect.Prim.ariaeとしている。ヰパリモ属には 11積が記織され，このうち 8

種が新顕である。そのほかの属では，いずれも.1-2種でゐるが.Haploglo旬属l乙新種

が1種， また， ヰパリモ， タロモ， イシモヅク?ツモ， ニセモヅクは新しく 2-4の

forma I己分けられている。これらの新しい知見と B戸lonymの関係を列記すると.つぎの

巡りである。なお，骨印のあるものは著者のContributionsto the Knowle;lge of the 

Chordαγ似lesfrom Japan 1. Sci. Pap. Isnt. Alg. R倒..Fac. of Sci.， Hokkaido Univ.. 

4(1): 1-14， Figs.1-10. 1954.において発表された新知見である。

Leath四iadてfformis(L.) ARESCH. 

f. globo.~a (TAKAM.) INAGAKI. comb. nov. 

syn. L. globosa TAKAMA TSU 
Leathes如 SQ常化olaTAKAMATSU…………...・ H ・..… H ・H ・...……・H ・H ・..イヲネパリモ

syn. L. granullJsαTAKAMAT5U 

Leαth伺旬 sadoBnsisINAGAKI. Bp. nov.・H ・H ・........ ..， .....・ H ・，.........オケサネパリモ

Leαthesi，αyezoe但s'IsINAGAKT. sp. nov.…… H ・H ・-…...・ H ・..……… ヨツブ不パりモ

syn. L.叫叩bellataYENDO (non MENEGH.) 

Leathe抑 japonicaINAGAKI. sp. nov.… H ・H ・-…...・ H ・-……......・ H ・-コゴメヰパリモ

Myriogloia simple.'l! (SEGAWA et OHTA) INAGAKI. comb. nov. 

syn. T~伽ocladia simplea: SEGAWA et OHTA 

Papenf.叫ssiellak叫γomo(YENDO) INAGAKI. comb. nov. 
syn. Myrωclad旬 kuromoYBNDO 
f. kuromo INAGAKI. f. nov. ...・ H ・..……...・ H ・..……・...・ H ・.....・ H ・-……・クロモ

f. gracuis INAGAKI， f. nov. ..，・ H ・.......・ H ・.........・ H ・.......・ H ・...・ H ・-・ホソクロモ

f. de畑 αINAGAKI.f. nov.….....・ H ・....・ H ・-…....・ H ・....・ H ・-…・・・…… フサクロモ

H，α.plogloi，αk叫γilensお INAGAKI.sp. nov.・H ・H ・....・ H ・.....・ H ・H ・H ・-・・・・・… イワモヅク

祷S自由Vαgeαugloiaikum田 (NARTTA)INAGAKI， comb. nov. .…・ …. ..… クロモヅク
syn. C，αstagnea ikomae NARTTA 

梼5ヤh邸 rot巾 hiad伽バcαtα(AG.)KYL凶
f. dωaricαta INAGAKJ. f. nov. ...・H ・.................・H ・-・・イシモヅク(クサモヅク)

f. 匂nph百ticaINAGAKJ. f. nov.……...・ H ・..…・ H ・H ・.....・ H ・H ・H ・..……ヤセモヅヲ

syn. Sph. japoηica KYLIN 

syn. Chordaria cladosiphon OKAM. (non 副首.)

f. chord，αrio必68(YAM.) INAGAKI. comb. nov.……………...ニセナガマツモ

syn. Sph. chordarioid.伺 YAMADA

f. gγacilis (YAM.) INAGAKJ. comb. nov.・・・………… ホソパノニセナガマツモ

syn. Sph. chordario也:W8Y AM. var. gracilis Y AMADA 
Sa叫符dersellaR仏併"cola(OKAM. et YAM.) INAGAKT. comb. nov.… イシツキゴピア

syn. Gobia s四百'colaOK屯M.et YAM. 
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H 6t6rochorda焔 ab側聞 (1主UP双)SE'fCH.告tGARDN. 

f. 筏bi6tilla1波AGA笈1.f. nov.…….，.. ~.~………….~ ~.... ~.・.~~....~~.....~...…...マツモ

f. gu務j事長 (Y鷺おDO)ま災AGAKI.認。夜lb.nov. ...………………u …・4 ダンジマツ毛
8y払 Chordaγ主宰 g棋銘j苦iY蕊NDO
諮問. H6tf!rOCMrd前お gt，持;j6i(YEN∞1) TOKIDA 

p，縄錨ゐ口kord品問gaii(1'0蕊IDA)1貼 GAKら帥訂¥b.加 v.…H …"…η … ニエセヴ Jレモ
syn. C，加す001'級 nag品iiTOKlDA 

九4crotkri哲 pa叫が録。:tAM.et YAM. 

f. p側 fi時 INAGAKl，f. nov.……e・H ・H ・-………………………ニ-l!母ヅク
f. crc署警9'事INAGAKI.f. nov. .........馨.....~・ e ・~..*....~.~.~......~..~......フトニセ号、j タ

{中村議室線開j主務選大学翌霊彩豊事謀議選義続発言寄}

学余錯薬

会長電線数

{昭和務総1)ヨよち飽和議霊祭護局求までj

暦本議鎖券会懇談会館様

害警俸と問機長月上匂i乙策室誌でaヨド水産菱電存会主主義喜かれたのさ号機丸 4JH Eヨ午後悉善寺よ
ち護~~持費喜子衡の余罪事務会書震で立与量言語議議会妥協擁した令 さきI3t島幸蓄した会主義はお4きで， その
絡会浴室芸会妻鹿よち耳議後2名の参金障があった。まず柔道毒薬事手獲の主主喜多の議長. III己事選介がめち，

次いで夕食後主主にL，ながら綴淡に著書った。 しばらく豪華言棄におどを咲か'l.tt.ニ後，級建詳から

一義喜一
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に配布した評議員会制度設置と雑誌の活字を縮小するととの可否についての原案花関して

会長から説明があり，前者については次回発行の雑誌(本号)と同時に会員にアンケートを

求めるととが明らかにされ，後者については，結局組版代その他の詳しい資料を集めて更

に幹事側で検討する ζ とになった。叉新崎lm敏氏及び山田会長より今夏アイルランドで開
催予定の第 B 回国際海務専門討議会(本誌第 5 巻第 2 号で予告}への代表者l1: t~ し，学術会

議より旅費を出すことは難しい情勢で，恐らく今度の会議‘主我が国からの代表派遣は不可

能になりはしないかと云う悲観的な報告があった固乙れについて研究者としての閤際会議

に対する種々な意見が交換された。叉会貨の値上げの可否κついて，雑誌の編集方針と共

に論ぜられたが，今の処会貨の値上げは己むを得ない場合にのみ考える乙ととして，雑誌

の内容向上に努めたいと云う会長の怒見が述べられた。最後に瀬川宗吉氏より今秋福岡市

で開催予定の日本縞物学会大会の日程について説明があり. 9 B寺頃閉会した。なお今回の

懇談会開備について会坊を提供下された外，特別の御好意をいただいた全海苔会館の各位

に対し厚〈感謝致します@

日本藻類学会第6回総会開催予告

本会第6回総会は米る 10月26日(日)(日本植物学会大会第2日目)，福岡市民於いて

凶催の予定です。なお詳細は決定次第通知致します。

役員移動

今般 4月1日目討をもって悶沢伸雄氏が，本会的、16幹事を委嘱された。

本会会員末松格氏は去る昭和33年3月10日，病気のため逝去されました。

乙乙11:謹んで哀悼の訟を表します。

日本線類学会
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